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図３（ａ）女川地点
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図３（ｂ）福島地点
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図４ 女川地点（短周期レベル１．４倍）

図３（ｃ）東海地点
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丙D４４図３
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丙D４４
図３（ｃ）東海
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丙D４４
図３（a）女川

丙D４４
図３（ｃ）東海
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丙D４４
図３（a）女川

丙D４４
図４女川（１，４倍）
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丙D４４
図３（a）女川
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丙D４４
図４女川
短周期レベル１．４倍



図３（a）女川
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図４女川
短周期レベル１．４倍
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甲D１２３
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甲D１２３

応力パラ
メータ２倍

応力パラ
メータ４倍
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甲Ｄ７８の図１、図１３ ＩＷＴ008
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甲Ｄ７８の図１、図１３
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甲Ｄ７８の図１、図１３
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甲Ｄ７８の図１、図１３
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東北地方太平洋沖地震の知見を踏まえた東海第２原発を
襲う可能性がある地震動
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東北地方太平洋沖地
震の知見を踏まえた東
海第２原発を襲う可能
性がある地震動
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東北地方太平洋沖地
震の知見を踏まえた東
海第２原発を襲う可能
性がある地震動
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③短周期レベルの不確かさ
を考慮（NS901ガル）と、④
SMGA位置と短周期レベルの
不確かさを重畳（NS1009ガ
ル）は、周期によっては③の
方が大きい。重畳させても、
安全側にはなっていない。

①基本震源モデル（NS594ガル）
と、②SMGA位置の不確かさを考
慮（NS662ガル）はほとんど変わ
らず、周期によっては、②の方が
小さい。

①基本震源モデル
NS594ガル）と、
短周期レベル

の不確かさを考慮
NS901ガル）を比
較すると、地震動
は全体的に約1.5
倍となっている。
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震源を特定せ
ず策定する地
震動



甲D１１１の２の２
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甲D１１６の２の２ 資料２
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甲D１１６の２の２ 資料２

• 標準応答スペクトル
は、非超過確率９７．
７％（平均＋２σ）の
スペクトルに基づい
て設定するという。
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昭和59年3月 東京理科大学工学部建築学科卒業

（鉄筋コンクリート構造物の研究）
昭和59年4月 戸田建設（株）
昭和61年１月 東京電力柏崎刈羽原発（５号機熱交換器建屋新設）
平成2年4月 日本原子力研究所（原子炉遮蔽体コンクリート解体）
平成6年9月 被告日本原電へ転籍（敦賀３、４号機増設）

基準地震動の策定、原子炉建屋等の耐震設計
「鋼板コンクリート構造を用いた厚肉円筒形壁の構造性能に関する研究」（自社研究）
「ＳＤ490鉄筋を用いたプレストレストコンクリート製格納容器の水平加力試験」 （自社研究）

平成16年7月 開発計画室建築設計グループマネージャー

地震動評価及び建築設計全般
平成29年7月 開発計画室長代理（土木建築部長）

「若狭湾地域における地震発生層の推定」(日本地球惑星科学連合2007年）
「地表地震断層極近傍における地震動及び永久変位の評価のための震源モデルの設定」

(平成19年日本建築学会大会）
「３次元ＦＥＭを用いた建屋ー地盤の基礎浮き上がり評価法の高度化に関する研究」
（平成16年日本建築学会大会）
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